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　本特集を企画した段階で私が強く思っていたのは，運動器エコーに関する知識や技術を並べるだけ
ではなく，これからの整形外科診療にとって本当に大切なものを見つめ直し，「未来に残すに値する」特
集にしたい，ということでした。各先生方からご寄稿いただいた原稿には，単なる手技の解説にとどま
らず，患者さんの痛みにどう向き合うか，どのように診断と治療をつなげていくかという，診療の本質
が随所に込められており，私自身，編集をしながら大変勉強になる内容ばかりでした。
　本特集を通して改めて感じたのは，日本の整形外科医が持つ大きな強みです。患者さんの痛みに耳を
傾け，その原因を考え，エコーを用いて診断と治療をつないでいき，その反応を確かめながら次の一手
を考えていくこと。そして，その延長線上で手術の必要性まで判断しうることです。このように，患者
さんの痛みを包括的に診ていく姿勢は，専門化が進む時代であっても，決して失ってはならない大切な
診療のあり方だと感じています。
　また，本特集は，初学者の先生方にとって学びの入口となるだけでなく，すでに運動器エコーを実践
している先生方にとっても，自身の診療を見つめ直し，さらに発展させるきっかけになる内容になって
いると思います。私自身，この特集を通して，運動器エコーを用いた診療は単なる技術ではなく，より
良い医療を実現するための大切な姿勢そのものでもあると感じました。本特集は，きっと多くの先生方
の日常診療の役に立ち，その先で患者さんの痛みを良くすることに貢献してくれるはずです。
　このような貴重な機会をくださった大鳥精司教授，そして企画から編集まで丁寧に支えてくださっ
たメジカルビュー社の長沢慎吾さんに，改めて深く感謝申し上げます。本特集に込められた知識，経
験，そして診療への思いが，「未来に残すに値する診療」の内容になっていると確信しています。ご多
忙の中，素晴らしいお原稿をご執筆くださった先生方にも心より感謝申し上げるとともに，本特集が今
後の運動器エコー診療のさらなる発展につながり，患者さんの痛みがより良くなることを心から願っ
ております。

（岩田秀平）
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